〔様式１〕令和６年度新規採用者校内研修計画書兼報告書【養護教諭】（記入例）
	市町村番号／学校番号
	
	学校名
	○○〇立○○○〇学校
	対象教員
	名前
	〇〇　〇〇
	職員番号
	

	第１回提出日
	月　　日
	第２回記載日
	月　　日
	第３回提出日
	月　　日



１　新規採用者育成のための記録
	●新規採用者育成のための校内体制等の方針（４月記入）
・管理職、研修指導員、保健主事等による新規採用者等育成委員会を年３回実施し、「校内研修シート」を用いて新規採用者の育成状況を把握し、課題解決のための方針をたてる。
・新規採用者等育成委員会において、ミドルリーダーを活用してメンターチーム「○○の会」をたちあげ、新規採用者の悩みやニーズに応える校内研修を実施するとともに、この活動を通して本校の新規採用者の育成を図っていきたい。
・生徒理解を深めるため、授業見学や部活動指導等の見学を実施し、生徒主体の健康づくりの指導の参考とする。

	

	各期における成果と課題（対象教員の作成した『マイポートフォリオ（様式見本）』（「初任者・新規採用者研修の手引」p.23」）を参照して記入）

	①計画（４月記入）
	②振り返り（８月記入）
	③振り返り（２月記入）

	●対象教員（新規採用者）に対する具体的取組み
	●成果と課題
	●成果と課題

	ア）全体計画
・本校における教育活動の方針と具体的な取組みについて理解させる。
・養護教諭の職務を十分に理解させるとともに、生徒の健康増進に取り組ませる。
・子ども理解に基づいた職務の遂行に取り組ませる。



イ）学校保健活動　
・学校保健計画に基づき、保健管理、保健教育を実践させる。
・保健室の機能と養護教諭の職務内容について、十分理解させるとともに、計画的・組織的な保健室経営を実践させる。
・指導教員、生徒指導担当教諭、校内研修担当教諭等の指導のもと、子ども理解に基づいた指導を実践させる。




ウ）学校保健に関わる危機管理
・他の教職員との連携は当然のこと、保護者や地域との連携の重要性も理解させ、危機管理体制の整備に取り組ませる。




エ）健康管理及び健康相談
・養護教諭が行う健康相談について、十分理解させるとともに、学校の健康相談の充実を図らせる。
・学級担任や保健体育科教員、学校医、学校歯科医、学校薬剤師等と連携し、健康に課題のある生徒の個別指導や管理に取り組ませる。



	ア）全体計画
・不明な点をメンターチームに尋ねたり困っていることを自分から相談したりするなど、同僚とのコミュ二ケーションは良好である。
・毎日の来室生徒の対応に時間がかかっているが、担任等と情報共有に努めている。
イ）学校保健活動
ウ）学校保健に関わる危機管理
・分掌の教員と連携し、校内研修の運営、生徒保健委員会の指導に参画したが、主体的に動くことができていない。
・生徒の健康課題の把握に努めているものの、主体性が未熟で機能的な保健室経営となっていない。
・傷病への対応は、基本的なプロセスに基づき丁寧に行うことができているが、医療機関への受診については迷う点が多々である。

エ）健康管理及び健康相談
・定期健康診断、学校環境衛生検査、健康観察等滞りなく遂行できたが、生徒自身が主体的に健康づくりを行えるような結果の活用については、課題がある。
・基本的なプロセスを踏まえながら、健康相談を行うことができているが、医学的要因か心理社会的要因かの判断に迷うことがある。
	ア）全体計画
・分掌業務では、保健主事と協力し、部内の教員と連携してよく取り組んでいる。
・指導上、気になる生徒について、学級担任や教科担当から適宜情報を収集するとともに、特別活動や部活動に際してもよく観察し、指導に役立てている。
イ）学校保健活動　
・保健主事や分掌の教員と連携し、学校保健委員会の開催や生徒保健委員会の発表に積極的に関わることができた。
・生徒の健康状況から、次年度の保健室経営計画案を作成することができた。
ウ）学校保健に関わる危機管理
・救急処置については、基礎的な技術を身に付けることができた。今後は、指導的立場として、教職員等への研修を行っていく必要がある。
・危機管理マニュアルの改善すべき点を洗い出すことはできたが、保護者や地域との連携は十分盛り込めていない。
エ）健康管理及び健康相談
・感染症やう歯などの予防対策や啓発など、生徒の健康課題や健康状況に応じた保健だよりをある程度作成できているが、さらに生徒の理解を深め、工夫していく必要がある。
・健康相談においては、基礎を身に付け適切に行うことができているが、学校三師や保護者との連携に課題がある。


	
	●今後の取組み
	●今後の取組み

	
	ア）全体計画
・子どもの理解を深めるため、授業や特別活動、部活動指導等を見学させる。
・生徒保健委員会活動の指導に、主体的に取り組ませる。

イ）学校保健活動　
ウ）学校保健に関わる危機管理
・保健室経営計画の書式に基づき、必要な内容を分析し、具体的な方策について考えさせる。
・学校保健のセンター的役割を果たしていることを理解させ、分掌の教員とのコミュニケーションを図り、主体的に関わりを持たせる。
・救急処置については、基礎を確実に身に付けることができるよう事案を一つひとつ振り返り、検証を行わせる。
・養護教諭の専門性を生かして、危機管理マニュアルの見直しに参画させる。

エ）健康管理及び健康相談
・健康課題のある生徒への個別指導を行わせる。
・健康相談については、基礎を確実に身に付けることができるよう事案を一つひとつ振り返り、検証を行わせる。


	ア）全体計画
・より専門性を高めるとともに、学校全体の健康づくりをめざし、各領域において力を発揮させる。
・分掌業務では、１年間の取組みの流れを理解したことで、２年目は積極的に企画・立案や、運営に関わらせる。
・本職が教職員、保護者、関係機関等と連携する上でのコーディネーター的役割を果たす必要があることを念頭に取り組ませる。

イ）学校保健活動　
・生徒が健康により興味・関心がもてるよう「わかりやすい」指導を工夫していくとともに、次年度は科目「保健体育」の保健分野において、保健体育科教員とティーム・ティーチングで授業に参画させる。
・２年目においては、自らが立案した保健室経営計画を職員会議で提示し、計画的・組織的に保健室を運営させる。

ウ）学校保健に関わる危機管理
・専門職として、校内研修の企画や講師として、教職員や生徒へ指導を行うなど指導的役割を果たさせる。
・地域や外部機関との連携についても十分盛り込みながら、危機管理マニュアルの改訂を進めさせる。

エ）健康管理及び健康相談
・学校三師と連携し、必要に応じ、保護者に対して助言をさせる。
・教育センターが実施する研修に積極的に参加させるなど、生徒対応や健康課題を把握するための技術を引き続き高めさせる。



２　研修成果について（２月記入）
	校内研修を系統的・計画的に実施することにより、新規採用者が自らの実践を基礎から見直しながら歩んだ１年であった。特に、校内研修で他の教員の授業を参観し協議したことで、保健教育について考える良い機会となった。
また、分掌業務においては、日常の業務をこなすとともに、自ら進んで取り組むことで、他の教職員と連携を図ることの重要性を理解することもできた。
しかし、「子ども理解」においては、発達段階や生活環境等、生徒が置かれた状況にまで思いが十分に至っていない。次年度は生徒の理解をより深めることにより、適切な相談や指導を進めることができるよう期待している。



